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スケジュールスケジュール

統合国際深海掘削計画（ＩＯＤＰ）の概要統合国際深海掘削計画（ＩＯＤＰ）の概要

水深
2,500m

最終目標
4,000m

海底下深度
7,000m

地球深部探査船 「ち
きゅう」

(１７年度完成予定）

【IODP概要】

我が国が建造する地球深部探査船「ちきゅう」と、米国が建造する掘削船を用いて、
日・米・英・仏・独等が参加して行われる多国間国際協力ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「統合国際深海掘
削計画 （IODP)」が平成15年10月に発足。
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日本

米国
予算確保作業等 ﾉﾝﾗｲｻﾞｰ船準備 ﾉﾝﾗｲｻﾞｰ船運用

IODP
計画準備 IODP実施

運用開始

引渡

艤装工事
（ちきゅう）

概要概要

地球内部構造解明 地殻内生物探求

・プレート運動機構 の
解明 等

・無害化機能保有 微
生物等

●地球温暖化や氷河期等の地球環境変動の解明

●地震発生帯における巨大地震発生メカニズムの解明

●地殻内生命の探索と生命の起源と進化の解明

世界最深の掘削能力を有する地球深部探査船「ちきゅう」の建造
～ 最大水深４,０００mの海底から、さらに海底下深度７,０００mまで掘削する能力を保有
（現時点において世界最高）

慣熟訓練

代替ﾉﾝﾗｲｻﾞｰ船運用

海上試験・掘
削試験等



ちきゅうの説明 掘削能力
最大稼働水深 2,500 m

(将来 4,000 m)
ﾄﾞﾘﾙｽﾄﾘﾝｸﾞ長 10,000 m

(将来 12,000 m)
サブシーシステム

21ｲﾝﾁライザー 2,500 m 
(将来 4,000 m)

防噴装置(BOP)

掘削能力掘削能力
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ﾄﾞﾘﾙｽﾄﾘﾝｸﾞ長 10,000 m

(将来 12,000 m)
サブシーシステム
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主要目
全長 210.0 m
幅 38.0 m
深さ 16.2 m
高さ（水面から） 約112 m
喫水（計画満載） 9.2 m
総トン数 約57,500 t
最大搭載人員 150 人
航海速力 約10 ﾉｯﾄ
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デリック

クレーン

研究区画

ドリルフロア

居住区画

ヘリデッキ

泥水循環装置

パイプラック

一般配置図

JAMSTEC



ライザー掘削と
は？

泥水循環

ライザーパイプ

防噴装置
(BOP)

ライザー掘削システムライザー掘削システム



スラスターとエンジン

アジマススラスタ 4,100kW×６

バウスラスタ

2,500kW

主発電機 5,000kW×６

補助発電機 2,500kW×２

JAMSTEC



バウスラスター

JAMSTEC



ちきゅう内部

Core Lab.

Geochemistry 
Lab.

Laboratory stuck

Conference 
room



進水式 海上
ちきゅう命名 • 進水式

‘02.1.18 三井造船所 • 玉野事業所

地球深部探査船「ちきゅう」の
海上確認運転

‘03.4.22
三井造船所・玉野事業所を出港



運用開始

「ちきゅう」運用までのスケジュール「ちきゅう」運用までのスケジュール「ちきゅう」運用までのスケジュール

2007 20081998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

CHIKYUCHIKYU

1997

進水

建造

日米間覚書
署名

三菱重工
（長崎回航）

海上公試

高知大学海洋コア総合
研究センター開所

CDEX設置

IODP開始

完成披露

デリック搭載 慣熟訓練 • 準備
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